
 当法人は、1976年に身体に障害を持つ当事者達によ
り創設された「肢体不自由児者共同作業所希望の家」が
その前身です。 
 以来、設立の主旨でもある、障害者自らが仕事を通し
て社会的自立を目指す活動を続けて参りました。 
 創設以来40年が経過する中で、社会環境や法制度の
変化、また利用者の高齢化等の現実に向き合う中で、よ
り支援の多様化と変革が必要である事を認識しました。 
 「創設の志を忘れることなく、時代の要請に基づき、
社会福祉の充実を図るため、活力ある経営を行うことに
より社会福祉法人としての責任を果たし、もって社会に
貢献していく。」 
 この理念のもと（仮称）下高井戸希望の家を建設致し
ます。 

 

・常に利用者の立場に立った支援に努めることを基本に、 
   専門性の発揮、創意工夫により、効果的かつ適切なサ 
 ービスを提供します。 
・利用者が自立した日常生活を営むことができるよう、 
  その方に合った適切な介護を提供します。 
・就労の機会の提供、生産、創作活動及び機能訓練等の 
 提供、知識及び能力の向上のために必要な支援、 
   その他の便宜を提供します。 

1. 家庭的な雰囲気を重視します。 
2. 安全を守ります。 
3. 日中活動を豊かにします。 
4. 地域生活移行を目指した支援をします。 
5. 地域に根ざした取り組みを進めます。 

（開所予定地） 

（甲州街道側外観 予定図） 

事業概要 

住 所 杉並区下高井戸1-28-12 

運営時間 
（開所時間） 

８：３０～１７：３０ 

 （９：００～１７：００） 

対 象 原則として、区内在住の18歳以上
の知的障害者で「障害福祉サービス
受給者証」の交付を受けている方。 

（定 員） 

（2０名） 

サービス内容 

2019年12月 共同生活援助 開所 
2020年  4月 日中活動ほか 開所 

お問い合わせ・ご相談 

施設・サービスに関する事 

利用手続きに関する事 

社会福祉法人 杉並希望の家 
 法人本部： 03-6855-8090 

杉並区役所 障害者生活支援課 就労支援担当 
 代表電話： 03-3312-2111 (内線)2275 

法人理念 

運営方針 

杉並区下高井戸1-28-12 

就労継続支援B型（多機能型） 

共同生活援助（２ユニット） 
 うち６名は重度対象 

短期入所 

相談支援 

（2０名） 

（1０名） 

（4名） 

開設スケジュール（予定） 

※利用申し込み等については調整中です。詳細は追って通知します。 

生活介護（多機能型） 



移動・更衣・排泄・食事・水分補給・
歯磨き・服薬など安全で快適な姿勢
の保持などを行います。 

障害を持つ方たちにとどまらず、どなたでも受け入れる、まさしくバリアフリーなス
ペース。喫茶ラウンジの機能を持たせ、そこでは、利用者が生産した製品（食品）
の販売。社会参加ができる場所、地域とともに生きる施設として運営します。 

昇降式浴槽、移乗用リフトなど福
祉機器を活用して入浴を行います。 

理学療法士・作業療法士・言語
聴覚士により、一人ひとりの特性に
応じた、心身機能の維持・向上を
支援していきます。 
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☆法人本部 
住所： 〒168-0082 
   東京都杉並区久我山5-36-17 
電話： 03-6855-8090  

◆グループ活動では、メ
ンバーで話し合って活動
内容を決めていく予定で
す。その他、季節の行事
開催や地域交流の機会も
行っていきます。 

１階 

～鉄筋コンクリート造 ５階建て～ 

交流スペース 
（喫茶室） 

（仮称）下高井戸希望の家 

・緊急ショートステイ 

就労継続支援 
     B型         

生活介護 

共同生活援助 
（短期入所） 

日々をより快適な生活を送れるよう、利用者の障害
特性や健康状態を考慮し、適切なサービスを提供
することを支援の基本方針とします。 

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士により、一
人ひとりの特性に応じた、心身機能の維持・向上を
支援していきます。 

ディーセント・ワーク（働きがいのある人間らしい仕事）実現のため、社会の一員とし
ての役割を実感できる環境を創造し、ひいては工賃向上に努めます。 
当法人が主力としてきた、受注作業を基本としつつも、新たな自主製品の種目と
して、食品工房での製造販売（製パン・製菓等）に取り組みます。 

移動・更衣・排泄・食事・水分補給・歯磨き・服
薬など安全で快適な姿勢の保持などを行います。 

共同生活の場でありつつも、個人の意志が尊重されプライバシーが確保される
環境が必要です。自らが独立した生活を送る、文字通り「我が家」であることを、
より実感し、安心した生活ができるような支援を心がけます。 

２階 

３階 

４階 

５階 

社会参加を実感できる場所（接点）作りは、今後より一層必要とされる課題と捉えて
おります、清掃事業は、施設の枠を超えて活動することにより、作業現場へ直接に赴く
ことで、顧客と接し、その実感を持つ機会に恵まれます。食品の製造販売は、1階の障
害者交流スペースを併用する店舗での販売はもとより、販売ルートを開拓・確保する
ことにより、その存在がより認知されるよう目指します。また、喫茶ラウンジ・店舗としての
活用により、接客等を通じて、直接顧客と関われる場面づくりをし、良い製品を作ると、
消費者に喜ばれ、その結果が工賃として支給される、これら利用者自身が肌で感じ
ることができる場所を整備していく事を明確なコンセプトとし、取り組んで参ります。 
その他、栄養に配慮した昼食を提供します。 

重度の障害を持つ方の受入を前提に、生活空間のストレスは、極力除くよう配慮
しました。またその為の設備も、職員の負担を前提にすることなく、より利用者に
沿った支援ができるよう配置しています。例としては、トイレの構造に多様性を持た
せ、障害特性から求められる、様々な選択肢に備えたり、将来において、加齢等に
よる身体的な配慮が必要となる可能性を踏まえ、トイレ、浴室への天井リフト設置
等の用意です。 
食事は、日々の生活の中で、とても重要な場面と考えております、単に調理して提
供するだけではなく、栄養面、健康面は当然に配慮した上で、利用者にとって楽
しみな時間となるよう献立し、調理提供する工夫を心がけます。 

重度の障害を持つ方の受入を前提に、生活空間のストレスは、極力除くよう配慮
しました。トイレにも多様性を持たせ様々な選択肢に備えます。加齢等により身体
的な配慮が必要となる可能性をふまえ、トイレ、浴室への天井リフト設置も完備。 

就労継続支援B型事業 ： 希望の家 
特定相談支援事業    ： ホープ相談支援センター 
共同生活援助事業    ：   希望ホーム 

共同生活援助 
（短期入所） 

利用者一人ひとりが体力的にも精神的にも安定した生活能力を身につけ、充
実した生活が送れるよう毎日の健康管理を行います。そして、提供するさまざま
な日中活動種目から、利用者が主体的に選択できる機会を設け、「生きがい」
や「達成感」が得られるように支援します。 

社会参加を実感できる場所（接点）を今
後必要とされる課題と捉え、喫茶ラウン
ジ・店舗としての活用により、接客等を通
じて、直接顧客と関われる場面づくり、良
い製品を作ると消費者に喜ばれ、その結
果が工賃として支給される、これら利用
者自身が肌で感じることができる場所つ
くりに取り組んで参ります。 

地域社会で利用者が尊重され、共生してい
くには、能力や個性を生かし、自信を持ってい
きることが必要です。利用者が、しっかりと自
分の選択と決定により行動できるように「エン
パワメント」を重視し、利用者に分かりやすい方
法で情報を提供します。 


